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2023（令和５）年６月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（１）

組合事務所の閉鎖について
６月19日（月）は、本部事

務所及び豊橋事務所を閉鎖

いたします。

ご不便をお掛けいたしま

すが、ご理解・ご協力のほど

よろしくお願いいたします。

「
め
ざ
せ
！
一
万
五
千
人
の

組
合
」
を
目
標
に
掲
げ
た
春
の

組
織
拡
大
強
化
月
間
（
四
～
六

月
）
も
、
い
よ
い
よ
最
終
月
と

な
り
ま
し
た
。
各
支
部
の
役
員

を
中
心
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
特

色
の
あ
る
組
織
拡
大
行
動
が
展

開
さ
れ
、
組
合
に
一
人
で
も
多

く
の
仲
間
に
入
っ
て
も
ら
お
う

と
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。

「「
対対
面面
行行
動動
」」
再再
開開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
数
の
減
少
に
よ
り
、
私
た
ち

の
生
活
も
徐
々
に
制
限
が
緩
和

さ
れ
、
少
し
ず
つ
「
対
面
行
動
」

を
再
開
さ
せ
仲
間
と
の
繋
が
り

を
回
復
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

建
設
現
場
回
り
や
建
設
職
人

の
立
ち
寄
る
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
そ
し
て
内
部
拡
大
と
し

て
組
合
員
宅
へ
訪
問
し
、
組
合

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
り
組
織

拡
大
行
動
に
励
み
ま
し
た
。

手手
厚厚
いい
充充
実実
しし
たた
制制
度度

がが
いい
っっ
ぱぱ
いい

全
建
愛
知

・
「
一
人
親
方
（
労
災
保
険
）

加
入
手
続
き
が
で
き
る
認
可

を
受
け
た
団
体
」
で
す
。

・
中
小
事
業
主
等
特
別
加
入
を

委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
労

働
保
険
事
務
組
合
の
認
可
を

受
付
け
て
い
ま
す
。

・
「
入
学
祝
金
」
や
「
資
格
取

得
祝
金
」
な
ど
幅
広
い
共
済

制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
C
C
U
S
登
録
作
業
を
サ

ポ
ー
ト
し
「
個
別
相
談
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

・
働
き
方
改
革
に
応
じ
た
「
電

話
相
談
・
個
別
相
談
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

中
建
国
保

・
「
傷
病
手
当
金
制
度
」
は
、

入
院
や
入
院
外
に
関
わ
ら
ず

医
者
か
ら
仕
事
を
休
む
よ
う

に
言
わ
れ
た
と
き
、
支
給
し

ま
す
。
（
組
合
員
本
人
の
み

対
象
）

・
「
償
還
金
制
度
」
は
、
一
ヵ

月
一
万
七
千
五
百
円
を
超
え

た
医
療
費
の
支
払
い
分
が
払

い
戻
し
さ
れ
ま
す
。
（
七
十

歳
未
満
の
組
合
員
本
人
の
み

対
象
）

・
「
予
防
接
種
補
助
」
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
や

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
し
た

と
き
、
補
助
し
ま
す
。

・
「
健
康
診
断
」
は
、
組
合
員

と
二
十
歳
以
上
の
家
族
被
保

険
者
を
対
象
に
自
己
負
担
な

し
で
受
診
で
き
ま
す
。

未未
加加
入入
者者
のの
方方
をを

ごご
紹紹
介介
くく
だだ
ささ
いい

全
建
愛
知
と
中
建
国
保
は
、

組
合
員
と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん

に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
手
厚

い
制
度
を
、
今
年
度
も
継
続
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
に
組
合
未

加
入
の
方
が
み
え
ま
し
た
ら
、

全
建
愛
知
と
中
建
国
保
を
勧
め

て
い
た
だ
き
、
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

春
の
組
織
拡
大
行
動

力力
をを
合合
わわ
せせ
てて
、、
ささ
らら
なな
るる
拡拡
大大
をを

めめ
ざざ
せせ
！！
一一
万万
五五
千千
人人
のの
組組
合合

コーナンＰＲＯ一宮店にて組織拡大行動（２０１６年秋実施）

熱
中
症
と
は
…

高
温
多
湿
な
場
所
の
作
業
で

は
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ

ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
、
体
温
調
整

機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な

り
、
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
熱
中
症
は
、
体
内
に

熱
が
こ
も
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

め
ま
い
や
筋
肉
痛
、
吐
き
気
、

さ
ら
に
は
、
け
い
れ
ん
な
ど
を

起
こ
し
、
死
亡
す
る
こ
と
も
あ

る
病
気
で
す
。

死
傷
災
害
の
発
生
状
況
…

職
場
で
の
熱
中
症
に
よ
る
死

亡
者
及
び
休
業
四
日
以
上
の
業

務
上
疾
患
者
の
数
は
、
二
〇
二

二
年
に
八
百
五
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
う
ち
死
亡
者
数
は
二
十

八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
八
年
以
降
の
業
種
別

の
熱
中
症
の
死
傷
者
数
を
み
る

と
、
建
設
業
百
七
十
二
件
、
次

い
で
製
造
業
百
四
十
四
件
で
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二

二
年
の
死
亡
災
害
に
つ
い
て

は
、
建
設
業
に
お
い
て
十
三
件

と
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。月

別
発
生
状
況
で
は
、
全
体

の
八
割
以
上
が
七
月
及
び
八
月

に
発
生
し
て
い
ま
す
。

時
間
帯
別
発
生
状
況
で
は
、

十
五
時
台
が
最
も
多
く
、
次
い

で
十
四
時
台
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
中
の
作
業
終

了
後
に
帰
宅
し
て
か
ら
体
調
が

悪
化
し
て
病
院
へ
搬
送
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

予
防
法
は
…

熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ
イ
ン

ト
は
次
の
通
り
で
す
。

①
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

②
こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
ま

し
ょ
う

③
日
頃
か
ら
健
康
管
理
を
し
ま

し
ょ
う

④
暑
さ
に
備
え
た
体
作
り
を
し

ま
し
ょ
う

労
災
保
険
の
可
能
性
も
…

熱
中
症
は
ケ
ガ
で
な
く
内
部

か
ら
の
不
調
に
よ
る
病
気
の
た

め
、
健
康
保
険
証
を
使
用
し
て

治
療
を
受
け
る
方
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
一
概
に
は

言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
現
場
作

業
が
原
因
で
熱
中
症
に
な
っ
た

ケ
ー
ス
で
あ
れ
ば
労
災
保
険
を

使
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き

は
、
「
①
に
病
院
受
診
、
②
に

組
合
へ
連
絡
」
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

労
働
対
策
部

全
国
安
全
週
間
は
、
労
働
災
害
防
止
活
動
の
推
進
を
図
り
、
安
全
に
対
す
る
意
識
と
職
場
の
安

全
活
動
に
よ
り
一
層
の
向
上
に
取
り
組
む
週
間
で
す
。
昭
和
三
年
に
第
一
回
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、

一
度
も
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、
本
年
で
第
九
十
六
回
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
機
会
に
職
場
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
活
動
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
、
積
極
的
に
安
全
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

令
和
五
年
度
「
全
国
安
全
週
間
」

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

�
高
�
�
意
識
�
安
全
行
動

築
�
�
�
	


�
�

災
職
場
�

令
和
五
年
七
月
一
日
〜
七
日
実
施

（
準
備
期
間
�
六
月
一
日
〜
三
十
日
）

４～６月
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要要
予予
約約

①①
以以
外外
でで

受受
診診
すす
るる
場場
合合

�
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�
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（２）2023（令和５）年６月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

健健
康康
診診
断断
のの
受受
診診
資資
格格

健
診
受
診
日
に
お
い
て

「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家

族
被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家

族
被
保
険
者
の
方
が
希
望
す

る
場
合
は
、
実
費
負
担
で
受

診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合

員
及
び
組
合
員
外
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組

合
員
は
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
（
市
町
村
・
協
会

け
ん
ぽ
等
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

組組
合合
のの
健健
康康
診診
断断

メメ
リリ
ッッ
トト

特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診

（
二
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生

法
に
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま

れ
た
健
診
を
実
費
負
担
な
し

で
受
診
で
き
ま
す
。

健健
診診
項項
目目

表表
２２
「「
必必
須須
検検
査査
項項
目目
」」

をを
ごご
確確
認認
くく
だだ
ささ
いい
。。

健健
診診
方方
法法

①①
契契
約約
健健
診診
機機
関関

表表
１１
「
契
約
健
診
機
関
一

覧
表
」
よ
り
、
健
診
機
関
を
選

択
し
、
ご
自
身
で
健
診
予
約

を
二
週
間
前
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合

員
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
受
診
日
当
日
、

必
ず
窓
口
へ
「
健
康
保
険

証
」
を
呈
示
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で

待
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム

ー
ズ
に
受
診
で
き
ま
す
。

※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
追
加

（
前
立
腺
が
ん
・
子
宮
が

ん
検
診
等
）
は
可
能
で
す

が
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
は

自
己
負
担
、
当
日
払
い
に

な
り
ま
す
。

②②
個個
人人
健健
診診

「
①
契
約
健
診
機
関
」
以

外
で
受
診
し
た
場
合
、
中
建

国
保
の
規
定
の
条
件
（
受
診

者
資
格
・
健
診
項
目
）
を
満

た
し
て
い
な
い
と
補
助
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず

健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る

前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

③③
事事
業業
者者
健健
診診

適
用
除
外
事
業
所
＊
１
の

従
業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
る
事
業
者
健
診
の
実
施

義
務
が
優
先
す
る
た
め
、
中

建
国
保
は
、
特
定
健
診
の
結

果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し

て
上
限
一
万
一
千
円
を
支
払

い
ま
す
。
ま
た
、
「
①
契
約

健
診
機
関
」
の
受
診
も
可
能

で
す
。
そ
の
際
、
手
続
き
は

不
要
で
す
。

＊
１

法
人
の
事
業
所
、
ま

た
は
五
人
以
上
の
従
業
員

が
い
る
個
人
事
業
所
で
健

保
適
用
除
外
手
続
き
を
し

て
い
る
事
業
所

補補
助助
金金
額額

表表
２２
「「
必必
須須
検検
査査
項項
目目
」」

の
健
診
を
受
診
し
た
場
合
、

上
限
一
万
一
千
円
ま
で
補
助

し
ま
す
。

④④
巡巡
回回
健健
診診

未
受
診
者
の
方
を
対
象
と

し
て
、
案
内
を
送
り
ま
し

た
。
ご
予
約
の
上
、
ご
受
診

く
だ
さ
い
。

⑤⑤
節節
目目
健健
診診

年
度
中
に
四
十
歳
、
四
十

五
歳
、
五
十
歳
、
五
十
五
歳
、

六
十
歳
、
六
十
五
歳
、
七
十

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

が
、
特
定
健
診
に
か
え
て
、

人
間
ド
ッ
ク
（
表表
２２
「「
必必
須須

検検
査査
項項
目目
」」
を
含
む
）
費
用

が
三
万
円
以
上
の
健
診
の
場

合
、
健
診
費
用
に
応
じ
て
補

助
を
し
ま
す
。
健
診
費
用
が

三
万
円
以
上
四
万
円
未
満
の

場
合
、
補
助
額
は
一
万
五
千

円
。
四
万
円
以
上
の
場
合
、

二
万
円
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
三
万
円
未
満
の
場
合

は
、
一
万
一
千
円
ま
で
の
補

助
と
な
り
ま
す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず

健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る

前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

私
た
ち
建
設
職
人
は
体
が
資
本
で
す
。
健
康
管
理
の
第
一
歩
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ご
自
分
の
大
切
な
お
体
で
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、

年
に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受
診
率
七
十
％
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
組
合
員
さ
ん
と
ご
家

族
の
安
全
を
考
慮
し
て
、
引
き
続
き
、
以
前
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
「
予
約
な
し
の
集
団
健

康
診
断
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
開
催
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

健
康
診
断
を
受
診
す
る
場
合
は
、
下
記
、
集
団
健
康
診
断
以
外
の
掲
載
の
受
診
方
法
で
対

応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

何
か
と
ご
不
便
や
ご
負
担
な
ど
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
る
た
め
に
も
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健健
康康
診診
断断
のの
おお
知知
らら
せせ

注 意 事 項

集集団団健健康康診診断断以以外外のの受受診診方方法法

契約健診機関以外でも下記「必須検査項目」を受診することで、補助が
受けられます。
（申請方法等については、必ず受診前に組合へご連絡ください。）

下記、契約健診機関で、中建国保の組合員として予約をすることで無料で受診
することができます。

表表１１ 契契約約健健診診機機関関一一覧覧表表
表表２２ 必必須須検検査査項項目目

Ⓐ【基本健診項目】
■問診

自覚症状・既往歴・生活習慣

■理学的検査

視診・触診・打診・聴診

■身体測定

身長・体重・ＢＭＩ・腹囲

■血圧測定

収縮期血圧・拡張期血圧

■血液検査

中性脂肪・ＨＤＬコレステロール・ＬＤＬコレステロール・ＧＯＴ・

ＧＰＴ・γ―ＧＴＰ・ＨｂＡ１Ｃ・空腹時血糖または随時血糖（食後）

■尿検査

尿糖・尿たんぱく

Ⓑ【胸部直接レントゲン撮影】
間接レントゲンは不可

Ⓒ【がん検診】
がん検診であれば項目は問いません

【詳細な健診項目】（医師の判断による追加項目）

心電図・赤血球数・血色素量（ヘモグロビン値）・ヘマトクリット値・眼底検査

Ⓐ基本的な健診項目…………補助額7,000円（最大）

Ⓑ胸部直接レントゲン撮影…補助額2,000円（最大）

Ⓒ各種がん検診………………補助額2,000円（最大）

「Ⓐの基本健診項目」を満たしていないと補助が受けられない場合があります。

昨年も前倒しで巡回健診を開催しましたが、今年も開催を早め実施しま

す。未受診者を対象に、先月末に案内を発送しました。

また、健診項目については、特定健診に必要な基本項目、大腸がん検診及

び労働安全衛生法による必須項目のほか、次の独自の項目が追加されます。

【巡回健診の追加項目】
�肝・胆道系検査（ＴＰ、Ｔ―Ｂｉｌ、Ａｌｂ、ＣｈＥ、ＡＬＰ、ＬＤＨ、ＬＡＰ）

�腎臓系検査（ＢＵＮ、クレアチニン、ｅＧＦＲ、ＵＡ）

�膵臓系検査（アミラーゼ）

�貧血検査（Ｆｅ、ＴＩＢＣ、ＵＩＢＣ）

※節目健診の補助を希望される方は、巡回健診の受診はできません。

※受診希望日の２週間前までに、「契約健診機関」へ直接電話予約をしてください。

※エルズメディケア名古屋は、「女性専用」の健康診断機関になります。ご注意ください。

※表１★印以外の契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レン

トゲンデータやフィルムを組合までご提出ください。

適用除外事業所（法人・従業員5人以上の個人事業所）についても表２「必
須検査項目」を受診することで補助が受けられます。
（申請方法等については、必ず受診前に組合へご連絡ください。）

予約受付時間

月～金曜日8：50～17 : 00

土曜日8：50～12：00

月～金曜日
9：00～16 : 30

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日（第一土曜以外）9：00～13 : 00

火～土曜日
9：00～17 : 00

月火水金曜日9：00～19 : 00
木土曜日9：00～11 : 30担当：高見

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 30

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 00

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日9：00～11 : 00

月～金曜日
9：30～17 : 00

月～金曜日9：00～17 : 30
土曜日9：00～12 : 30

月～金曜日10：00～17 : 00
土曜日10：00～14 : 00

月～金曜日8：30～17 : 30
土曜日8：30～12 : 30

火～土曜日
8：30～16 : 00

月～土曜日
8：30～17 : 00

月～金曜日8：00～18 : 00
土曜日8：00～17 : 00

月～水・金曜日8：30～12：00 16：00～19：00
木・土曜日8：30～12：00

月～金曜日
9：00～16：00

月～水・金・土曜日
9：00～17：00

電話番号

052-821-0090

052-732-2200

0533-59-7171

0566-75-7515

052-481-9191

0561-82-6194

0120-489-545

0564-24-2217
0567-28-5151

（内線3111）

0569-27-7887

0565-57-3366

0532-61-3000

052-737-6500

0586-63-3200

0562-93-8222

0586-73-8818

050-3541-2267

0566-41-6548

所在地

名古屋市南区千竈通７-16-１
名古屋市中村区那古野１-47-１
国際センタービル10F

名古屋市中村区名駅３-28-12
大名古屋ビルヂング９F

愛知郡東郷町大字春木字白土１-1884

名古屋市千種区今池１-８-４

蒲郡市海陽町２-２

安城市相生町14-14

名古屋市中村区道下町２-26

瀬戸市共栄通１-48

岡崎市針崎町字春咲１-３

岡崎市中岡崎町１-10

津島市橘町３-73

半田市神田町１-１

豊田市駒新町金山１-12

豊橋市吾妻町137
名古屋市中区栄２-１-１
日土地名古屋ビル３F

一宮市小信中島字郷中104

豊明市沓掛町石畑180-１

一宮市松降通７-22

名古屋市中区栄２-10-19

碧南市新川町３-88

契約健診機関名

★名古屋セントラルクリニック

★国際セントラルクリニック

★大名古屋ビルセントラルクリニック

★和合セントラルクリニック

★オリエンタル労働衛生協会

★オリエンタル蒲郡健診センター

★三河安城クリニック

★ライフ健康クリニック

★瀬戸健康管理センター

岡崎市医師会はるさき健診センター

宇野病院健診センター

津島市民病院健康管理センター

半田市医師会健康管理センター

中野胃腸病院健診センターなかの

光生会病院総合健診センター

エルズメディケア名古屋（女性専用）

泰 玄 会 西 病 院

中京サテライトクリニック

木 村 ク リ ニ ッ ク

KKCウエルネス名古屋健診クリニック

小林記念病院健康管理センター

②②契契約約健健診診機機関関以以外外でで受受診診すするる（（個個人人健健診診））

④巡回健診 【要予約】

【年度内随時】

①①契契約約健健診診機機関関でで受受診診すするる 【【要要予予約約】】

③③事事業業者者健健診診

※
食
事
は
前
日
の
午
後
九
時
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た

だ
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で
、
水
以
外
の
摂
取
は

お
や
め
く
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・

清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値
に
影

響
を
与
え
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
健
診
補
助
は
、
年
度
内
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
一
つ

に
な
り
ま
す
。
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中
建
国
保
に
ご
加
入
の
皆
様

が
お
持
ち
の
健
康
保
険
証
の
有

効
期
限
は
毎
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
効
期
限
に
合
わ
せ
て
、
加

入
者
の
皆
様
が
所
属
す
る
支
部

に
て
「
保
険
証
交
換
会
」
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
が
、
保
険
証

交
換
会
に
参
加
で
き
ず
、
新
し

い
保
険
証
に
交
換
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
次
の
ど
ち
ら
か
の

方
法
で
新
年
度
の
健
康
保
険
証

を
お
受
け
取
り
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
組
合
（
本
部
事
務
所
）
の
窓

口
で
交
換

期
限
切
れ
の
古
い
健
康
保
険

証
と
印
鑑
（
認
印
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

②
郵
送
で
の
交
換

五
百
二
十
円
分
の
切
手
（
※

一
～
八
世
帯
ま
で
）
と
期
限

切
れ
の
古
い
健
康
保
険
証
を

組
合
（
本
部
事
務
所
）
ま
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
レ

タ
ー
パ
ッ
ク
（
直
接
手
渡

し
）
に
て
新
し
い
健
康
保
険

証
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

※
事
業
所
な
ど
で
九
世
帯
分
以

上
を
交
換
さ
れ
る
場
合
、
二

個
口
・
千
四
十
円
分
の
切
手

を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
十
七

世
帯
分
以
上
の
交
換
に
つ
い

て
は
事
前
に
組
合
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合

健
康
保
険
・
共
済
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中建国保

健康保険の異動手続き お
手
元
に

新
年
度
の
保
険
証
が
な
い
方
は
、

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

健健
康康
保保
険険
証証
のの

交交
換換
をを
おお
忘忘
れれ
なな
くく

皆さんの世帯で次のような異動があったら…
１４日以内に組合へ届出をお願いします

子どもが親元を離れて
就学するとき

住所が変わったとき

※家族が学校へ通うために、組合員（親元
など）の世帯から住民票を移した場合

風水害の被害を
受けられた方就職、死亡、転出などで

家族が減ったとき
出生、結婚、転入などで
家族が増えたとき

もしもの時も、
ご安心ください

被害区分による減免額

保険証を紛失、
破損したとき

氏名が変わったとき

中
建
国
保
で
は
、
震
災
・
風
水
害
・

落
雷
・
火
災
等
の
災
害
に
よ
り
、
組
合

員
の
自
宅
等
が
被
害
を
受
け
、
生
活
が

著
し
く
困
難
に
な
っ
た
時
、
三
カ
月
分

の
範
囲
内
で
健
康
保
険
料
を
減
免
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

減
免
さ
れ
る
額
は
、
災
害
の
被
害
状

況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

被
害
区
分
に
よ
る
減
免
額
の
取
り
扱

い
は
、
上
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
料
の
減
免
を
受
け
る
と
き

は
、

①
保
険
料
徴
収
減
免
申
請
書

②
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類
（
地

方
自
治
体
か
ら
の
罹
災
証
明
書
・
新

聞
記
事
等
）

が
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
組
合
で
は
組
合
共
済
よ
り

住
宅
災
害
見
舞
金
の
支
給
制
度
も
あ
り

ま
す
。

※
問
合

健
康
保
険
・
共
済
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

組
合
員
の
皆
様
、
労
働
管
理
、
労
働
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
で
困
っ
た
と
き
は
、
提
携

し
て
い
る
社
会
保
険
労
務
士
に
相
談
で

き
ま
す
。

電
話
相
談
は
、
無
料
。

労
務
相
談
会
に
つ
い
て
は
、
三
十
分

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
電
話
相
談
�
随
時

〇
労
務
相
談
会
�
予
約
制

�
日
時

六
月
三
十
日
（
金
）

午
前
十
時
・
十
時
三
十
分
・

十
一
時
・
十
一
時
三
十
分

（
各
三
十
分
ず
つ
）

�
会
場
�
全
建
愛
知
会
館

�
申
込
締
切
�

六
月
二
十
三
日
（
金
）

※
ご
相
談
の
方
は
、
ま
ず
組
合
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い
。

社社
会会
保保
険険
労労
務務
士士
にに
よよ
るる

無無
料料
のの
電電
話話
相相
談談
・・

個個
別別
相相
談談
会会
をを
実実
施施

※それぞれ、状況に応じて提出していただく書類が異なります。まずは組合までご連絡ください。

問合 健康保険・共済係までご連絡ください。

社会保険労務士に 賃金
問題ご相談 を ！

労働条件
の変更 セクハラ・

パワハラ

その他の
労働問題

退職・解雇

減免額

保険料３カ月分

保険料２カ月分

保険料１カ月分

被害区分
全焼または

全壊及び全部冠水

半焼または半壊、
床上１ｍ以上の冠水

床上１ｍ未満の冠水
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（４）2023（令和５）年６月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

労
働
安
全
衛
生
法
・
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
「
玉
掛
け
技
能

講
習
会
」
を
次
の
と
お
り
実
施

い
た
し
ま
す
。

学
科
・
実
技
を
計
三
日
間
受

講
し
、
規
程
の
成
績
を
得
た
方

に
技
能
講
習
修
了
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
受
講
ご
希
望
の
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
講
日
程
（
三
日
間
）
・
会
場

◎
学
科
・
実
技

七
月
二
十
二
日
（
土
）

七
月
二
十
三
日
（
日
）

愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

名
古
屋
市
西
区
浅
間
二
�
三
�
一
四

◎
実
技

七
月
二
十
九
日
（
土
）

愛
知
県
立
高
等
技
術
専
門
校

名
古
屋
市
北
区
安
井
二
�
四
�
四
八

■
受
講
資
格

【
一
般
コ
ー
ス
】

・
十
八
歳
以
上
の
者
。

【
特
例
コ
ー
ス
】

・
十
八
歳
以
上
の
者
。

・
次
の
い
ず
れ
か
の
業
務
の

実
務
経
験
が
六
ヵ
月
以
上

あ
る
者
。

①
つ
り
上
げ
荷
重
一
ｔ
以
上
の

ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け
補
助

業
務

（
有
資
格
者
の
指
導
確
認
印

が
必
要
）

②
玉
掛
け
特
別
教
育
者
で
、
つ

り
上
げ
荷
重
一
ｔ
未
満
の
ク

レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け
業
務

（
事
業
者
証
明
が
必
要
）

■
会
費

【
一
般
コ
ー
ス
】
三
万
八
千
円

【
特
例
コ
ー
ス
】
三
万
六
千
円

■
締
切

六
月
二
十
三
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

こ
の
説
明
会
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

等
を
ご
持
参
い
た
だ
き
登
録
作
業

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
自
身
で
の
入
力
が
難
し
い
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程

毎
週
水
曜
日
・
木
曜
日

（
祝
日
除
く
）

■
時
間

午
前
の
部
（
午
前
十
時

～
）
・
午
後
の
部
（
午
後
二

時
～
）
の
各
一
時
間

■
定
員

午
前
の
部
・
午
後
の
部

原
則
各
一
組
（
要
予
約
・

先
着
順
）

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
内
容

パ
ソ
コ
ン
等
を
使
用
し

て
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
事
業
者
登

録

及
び
技
能
者
登
録
の
サ
ポ
ー

ト
■
対
象

登
録
予
定
の
事
業
者
・

技
能
者
の
方

■
会
費

無
料

■
持
参

パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
資
格
証
等
の

コ
ピ
ー

■
備
考

書
類
の
確
認
や
入
力
に

つ
い
て
の
相
談
で
あ
り
、
そ

の
場
で
登
録
完
了
す
る
「
代

行
業
務
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合

総
務
課
・
事
業
推
進
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

技
能
者
を
評
価
す
る
能
力
評
価

制
度
と
と
も
に
、
事
業
者
を
評
価

す
る
専
門
工
事
企
業
の
施
工
能
力

等
の
見
え
る
化
評
価
制
度
も
二
〇

二
一
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
い
レ
ベ
ル
の
技
能

者
を
育
成
・
雇
用
す
る
事
業
者
が

高
く
評
価
さ
れ
仕
事
の
受
注
に
つ

な
が
る
こ
と
で
、
技
能
者
の
処
遇

改
善
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

■
対
象
期
間

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
十
月

二
十
七
日
申
請
受
付
分
ま
で

■
対
象
者

工
務
店
評
価
を
受
け
た
組
合
員

が
代
表
者
を
務
め
る
事
業
者

（
個
人
・
法
人
）

■
対
象
職
種

・
工
務
店
評
価
基
準

・
工
務
店
評
価
Ｓ
基
準

■
支
援
内
容

・
工
務
店
評
価
基
準

一
万
千
円
の
全
額

・
工
務
店
評
価
Ｓ
基
準

七
千
七
百
円
の
全
額

■
申
請
・
問
合

総
務
課
・
事
業
推
進
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ＣＣ
ＣＣ
ＵＵ
ＳＳ
／／
建建
設設
キキ
ャャ
リリ
アア
アア
ッッ
ププ
シシ
スス
テテ
ムム

ＣＣ
ＣＣ
ＵＵ
ＳＳ
／／
建建
設設
キキ
ャャ
リリ
アア
アア
ッッ
ププ
シシ
スス
テテ
ムム

受受講講者者
募募 集集工工

務務
店店
評評
価価
申申
請請
手手
数数
料料
のの

全全
額額
支支
援援
措措
置置

個個
別別
相相
談談
会会
開開
催催

「
玉
掛
け
技
能
講
習
会
」開
催

職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基

づ
き
、
職
業
訓
練
指
導
員
に
求

め
ら
れ
る
指
導
方
法
等
に
関
す

る
能
力
を
付
与
す
る
た
め
実
施

し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

■
日
程

・
七
月
二
十
六
日
（
水
）

・
七
月
二
十
七
日
（
木
）

・
七
月
二
十
九
日
（
土
）

・
八
月

一
日
（
火
）

・
八
月

二
日
（
水
）

・
八
月

三
日
（
木
）

・
八
月

四
日
（
金
）

■
受
講
時
間

午
前
九
時
二
十
分
～

午
後
五
時
三
十
五
分

■
会
場

愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

名
古
屋
市
西
区
浅
間
二
�
三
�
一
四

℡
０
５
２-

５
２
４-

２
０
３
２

■
受
講
資
格

一
級
技
能
検
定
合
格
者
等

■
内
容

教
科
指
導
法
・
職
業
安
定
関

係
法
・
労
働
基
準
関
係
法
・

労
働
安
全
衛
生
法
・
生
活
指

導
・
訓
練
生
の
心
理
・
職
業

能
力
開
発
促
進
法
・
職
業
訓

練
原
理
・
教
科
指
導
法
・
事

例
研
究
・
確
認
テ
ス
ト

■
受
講
費
用

一
万
八
千
七
百
円

（
テ
キ
ス
ト
代
・
消
費
税
込
）

■
定
員

六
十
名

■
締
切

六
月
七
日
（
水
）

※
先
着
順
申
込

■
申
込
・
問
合

技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

受受講講者者
募募 集集
「
職
業
訓
練
指
導
員
講
習
」開
催

（
四
十
八
時
間
講
習
）

雇雇用用保保険険加加入入のの事事業業者者へへ朗朗報報

厚厚生生労労働働省省／／人人材材確確保保等等支支援援助助成成金金（ＣＣＵＳ等普及促進コース）
２０２２年度に引き続き、ＣＣＵＳ推進のための具体的施策の１つとして、雇用保険における建設事業主の上乗せ分を財源とした「人材確

保等支援助成金（建設キャリアアップシステム等普及促進コース）」が行われます。

全建総連住宅センターでは助成金を活用し、ＣＣＵＳを普及・促進させ、建設労働者の入職及び処遇改善を図ります。

■■事業期間

２０２３年４月１日～２０２４年３月末

■■対象事業

①事業者登録料、技能者登録料を助成する事業。

なお、事業者登録は資本金１億円未満、技能者登録は詳細型に限る。

②就業履歴蓄積促進事業（カードリーダー購入費用等）

■■助成額

対象経費の約３分の２

■■要件

①助成金活用予定の件数に応じた建設事業主（雇用保険加入事業主）の組合員を、全建総連住宅センターの会員に登録すること。

⇒助成金を活用したい組合員は、全建総連住宅センターに会員登録してください。

②全建総連住宅センターから給付した助成額の約３分の１はセンターに送金すること。

⇒事業者登録料・技能者登録料等の約３分の２が助成されるため、約３分の１は助成金を活用した組合員が負担してください。

■■対象経費

①事業者登録料（資本金１億円未満の事業者）

②詳細型技能者登録料４，９００円（６０歳以上４，４００円）

※簡略型は対象外

③就業履歴蓄積促進事業の内、カードリーダー購入費等

■■申請・問合

技術対策部までご連絡ください。

事業者

登録料

48,000円

60,000円

資本金

2,000万円以上5,000万円未満

5,000万円以上1億円未満

事業者

登録料

6,000円

12,000円

24,000円

資本金

５００万円未満

500万円以上1,000万円未満

1,000万円以上2,000万円未満
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2023（令和５）年６月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（５）

全建総連では、一般社団法人建設技能人材機構（ＪＡＣ）に正会員として加入したことにより、特定

技能外国人の受け入れの際に必要となる「証明書」を発行することができます。

全建愛知では、建設業「全職種」の特定技能外国人の受け入れ証明書の申請を受け付けています。

組組合合員員事事業業所所証証明明書書のの申申請請
（１）組合員受入事業所は、全建愛知に「全建総連組合員事業所証明 申請書兼

誓約書（申請書）」を提出。

「申請書」には、「全建総連事務手数料振込証明書」を添付。

全建総連は、組合員受入事業所に対して「全建総連組合員事業所証明書

（証明書）」を発行・送付。

行行動動規規範範のの遵遵守守
（２）組合員受入事業所は、ＪＡＣが定める「特定技能外国人の適切かつ円滑な

受入の実現に向けた建設業界共通行動規範（行動規範）」を受入申請前に十

分確認し、遵守する。

全建愛知は、「行動規範」を組合員受入事業所に手交し、説明する。

受受入入負負担担金金等等のの額額
（３）組合員受入事業所が負担する受入負担金等の額は、以下の通り。

①ＪＡＣに支払う受入負担金

海外試験合格者（ＪＡＣが指定する海外教育訓練を受ける場合）

月額20,000円／人

海外試験合格者（ＪＡＣが指定する海外教育訓練を受けない場合)

月額15,000円／人

国内試験合格者 月額13,750円／人

試験免除者（技能実習２号修了者等） 月額12,500円／人

②全建総連事務手数料

１申請あたり30,000円（消費税込）に加えて、

受入１人あたり5,000円（消費税込）。

（例）３人受入の場合⇒30,000円＋（5,000円×３人）＝45,000円

受受入入負負担担金金等等のの収収納納方方法法
（４）受入負担金等の収納方法は以下の通り。

①ＪＡＣに支払う受入負担金

ＪＡＣに対して、直接口座自動振替で収納。

全建総連から組合員受入事業所に対して「証明書」と、ＪＡＣへの「預金

口座自動振替依頼書・自動払込利用申込書（振替依頼書）」を送付。

組合員受入事業所は、ＪＡＣに「振替依頼書」を返送。

②全建総連事務手数料

組合員受入事業所は、以下の口座に振り込みする。

みずほ銀行高田馬場支店 普通 1944882 全国建設労働組合総連合

資資格格のの喪喪失失
（５）組合員受入事業所が以下の１つに該当するときはその資格を喪失し、全建

総連からＪＡＣにその旨を報告する。

①所属組合からの要請があったとき。

②所属組合を脱退したとき。

③その他、「要項」及び「行動規範」の遵守が履行されなかったと全建総連、

または、所属組合が判断したとき。

※申込・問合 技術対策部までご連絡ください。

組組合合員員受受入入事事業業所所にによよるる特特定定技技能能外外国国人人受受入入のの流流れれ
「「
組組
合合
員員
受受
入入
事事
業業
所所
」」��
全全
建建
愛愛
知知
にに
代代
表表
者者
がが
所所
属属
すす
るる
事事
業業
所所
のの
うう

ちち
、、
全全
建建
総総
連連
をを
通通
じじ
てて
特特
定定
技技
能能
外外
国国
人人
のの
受受
入入
をを
希希
望望
すす
るる
事事
業業
所所

「「
証証
明明
書書
」」��
全全
建建
総総
連連
がが
発発
行行
すす
るる『『
全全
建建
総総
連連
組組
合合
員員
事事
業業
所所
証証
明明
書書
』』

「「
行行
動動
規規
範範
」」��
ＪＪ
ＡＡ
ＣＣ
がが
定定
めめ
るる
『『
特特
定定
技技
能能
外外
国国
人人
のの
適適
切切
かか
つつ
円円
滑滑

なな
受受
入入
の
実
現
に
向
け
た
建
設
業
界
共
通
行
動
規
範
』

「「一一般般建建築築物物 石石綿綿含含有有建建材材調調査査者者講講習習」」開開催催22002233年年1100月月
施施 行行 一一定定規規模模以以上上のの建建築築物物のの解解体体・・改改修修工工事事のの事事前前調調査査はは、、「「石石綿綿含含有有建建材材調調査査者者」」のの

資資格格がが必必要要でですす。。
■受講資格

全建愛知の組合員、および組合員の従業員のみ。なお、次のいずれかの受講資格（受講区分）を満たす必要があります。

■開催日時

令和５年８月２１日（月）～２２日（火）

・１日目（座学講習）

午前９時～午後５時３０分予定

・２日目（座学講習・試験）

午前９時～午後５時３０分予定

※２日間全てに受講していただきます

■講習会場 全建愛知会館

■定 員 25名

■受 講 料 48,600円（税込・テキスト代含む）

■内 容 講義（座学）・試験

※資格取得には、全て講義を受講後に修了考査（試験）

に合格することが必要です。

■申込締切

７月２１日（金）

■申込・問合 労働対策部までご連絡ください。

大気汚染防止法の改正により、建物の解体・改修工事時の石綿飛散防止対策が強化され、事前調査を実施するために必要な知識を有する者として、

「石綿含有建材調査者」が行うことが義務付けられました。講習を受講し修了考査に合格すると、一戸建て等を含む全ての建築物の事前調査ができる有資格

者となります。

実務経験年数
卒業後の建築に関する
実務経験年数：２年以上

卒業後の建築に関する
実務経験年数：３年以上

卒業後の建築に関する
実務経験年数：４年以上

卒業後の建築に関する
実務経験年数：７年以上

建築に関する
実務経験年数：１１年以上

実務経験年数：２年以上

石綿含有建材の調査に関する
実務経験年数：５年以上

従事経験年数：２年以上

受講資格
学校教育法による大学（短期大学を除く。）において、建築に関する正規の課程
またはこれに相当する課程を修めて卒業した者

学校教育法による短期大学（修業年限が３年であるものに限り、同法による専門職大学の３年の前期課程を含む。）において、建築に関する正
規の課程またはこれに相当する課程（夜間において授業を行うものを除く。）を修めて卒業した者（専門職大学の前期課程にあっては、修了し
た者）

「２」に該当する者を除き、学校教育法による短期大学（同法による専門職大学の前期課程を含む。）または高等専門学校において、建築に関
する正規の課程又はこれに相当する課程を修めて卒業した者

学校教育法による高等学校または中等教育学校において、建築に関する正規の課程
またはこれに相当する課程を修めて卒業した者

「１～４」に該当しない者（学歴不問）

建築行政または環境行政（石綿の飛散の防止に関するものに限る。）に関わる者

特定化学物質等作業主任者技能講習を修了した者（平成18年3月31日以前取得のものに限る）

石綿作業主任者技能講習を修了した者（実務経験年数不問）

産業安全専門官もしくは労働衛生専門官、
産業安全専門官もしくは労働衛生専門官であった者

労働基準監督官として従事した経験を有する者

受講区分

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

特定技能外国人
受入について

「全職種」の受入が可能
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（６）2023（令和５）年６月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

全
建
総
連
で
は
、
青
年
大
工

技
能
者
の
育
成
と
技
能
尊
重
の

気
運
醸
成
を
目
的
に
「
全
国
青

年
技
能
競
技
大
会
」
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
全
建
愛
知
か
ら
も

優
秀
な
技
能
を
持
っ
た
青
年
組

合
員
が
出
場
し
て
い
ま
す
。

全
建
愛
知
で
は
、
同
大
会
の

課
題
で
あ
る
「
四
方
転
び
踏
み

台
」
を
課
題
と
し
た
技
能
講
習

会
を
、
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。

参
加
者
の
中
で
優
秀
な
方
に

は
、
令
和
五
年
九
月
十
六
日

（
土
）
～
十
八
日
（
月
・
祝
）

の
三
日
間
、
埼
玉
県
熊
谷
市
（
彩

の
国
く
ま
が
や
ド
ー
ム
）
で
開

催
さ
れ
る
「
第
三
十
九
回
全
国

青
年
技
能
競
技
大
会
」
に
全
建

愛
知
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

技
術
・
技
能
の
研
鑚
と
、
全

国
か
ら
集
ま
る
技
能
者
と
腕
を

競
い
合
う
大
会
出
場
を
目
指
し

て
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

◇

◇

■
講
習
日
程
（
全
七
日
間
）

①
七
月

七
日
（
金
）

②
七
月

十
四
日
（
金
）

③
七
月
二
十
一
日
（
金
）

④
七
月
二
十
八
日
（
金
）

⑤
八
月

四
日
（
金
）

⑥
八
月

八
日
（
火
）

⑦
八
月

十
八
日
（
金
）

午
後
六
時
～
午
後
八
時

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
持
物

初
日
は
「
さ
し
が
ね

（
cm

表

示
）
」
、
「
三

角

定

規
」
、
「
コ
ン
パ
ス
」
、
「
鉛
筆

及
び
消
し
ゴ
ム
」
、
「
直
定
規

（
一
ｍ
）
」
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

初
日
に
工
具
類
の
説
明
を
い

た
し
ま
す
の
で
、
新
た
に
工

具
類
を
購
入
す
る
場
合
は
説

明
を
受
け
て
か
ら
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

■
備
考

食
事
を
用
意
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合

技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

受講者
募 集顔顔のの見見ええるる職職人人検検索索ココーーナナーーにに

登登録録ししよようう
あ
な
た
の
技
術
磨
き
ま
せ
ん
か

全建総連建設職人支援センターでは、地域に住民が新築・リ

フォームを依頼する際、地域の建設職人を検索できるコーナーを

設けています。

新築・リフォームの依頼者からよく聞かれるのは、「誰に頼んだ

らいいのかわからない」「一番近くの職人さんってどんな人な

の？」と言ったことです。

この検索コーナーに登録したことにより「仕事を受注した」と

いう声も寄せられています。

全建愛知組合員のみ登録が可能で登録料は無料です。ぜひ、こ

の機会にご登録ください。

登録はカンタン！
①ブラウザで

https : //www.kennetservice.jp/syokuninkensaku/craftsman/regist

を検索

②必要項目を入力して

③最下段にある登録ボタンを押すだけ

◎問合・申込 住宅対策部までご連絡ください。

四
方
転
び
踏
み
台
講
習
会

前回の講習会の様子

LLEEDD 工工事事施施工工業業者者募募集集
全建愛知会館の照明を LEDにするため、施工業者を募集します。

■場所 1・2階各部屋、廊下
■締切 ７月31日（月）

■申込・問合 会館管理委員会
担当までご連絡ください。

全
建
愛
知
で
は
、
多
数
の
建

設
機
械
等
に
関
す
る
講
習
を
取

り
扱
う
、
教
習
機
関
「
株
式
会
社

Ｐ
Ｅ
Ｏ
建
機
教
習
セ
ン
タ
」（
日

立
建
機
特
約
教
習
機
関
）
と
、
令

和
三
年
一
月
よ
り
業
務
提
携
を

結
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
組
合
員
さ
ん

の
資
格
取
得
等
に
向
け
、
手
厚

く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
各
種
講
習
等
の
受

講
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

各
種
「
技
能
講
習
」

①
車
両
系
建
設
機
械

（
整
地
・
運
搬
等
）

②
車
両
系
建
設
機
械

（
解
体
）

③
車
両
系
建
設
機
械

（
基
礎
工
事
用
）

④
不
整
地
運
搬
車

⑤
玉
掛
け
（
１
ｔ
以
上
）

⑥
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

（
５
ｔ
未
満
）

⑦
高
所
作
業
者

（
作
業
床
１０
ｍ
以
上
）

⑧
ガ
ス
溶
接

⑨
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

（
１
ｔ
以
上
）

各
種
「
特
別
教
育
」

①
ア
ー
ク
溶
接

②
小
型
車
両
系

（
機
体
３
ｔ
未
満
）

③
ク
レ
ー
ン
（
５
ｔ
未
満
）

④
高
所
作
業
車

（
作
業
床
１０
ｍ
未
満
）

⑤
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

（
１
ｔ
未
満
）

⑥
自
由
研
削
砥
石
の
取
替

⑦
足
場

⑧
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
制

止
用
器
具

⑨
新
伐
木
（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）

各
種
「
安
全
衛
生
教
育
」

①
丸
の
こ
等
取
扱
従
事
者

②
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

③
有
機
溶
剤
作
業

④
振
動
工
具

（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
除
く
）

⑤
刈
払
機

◎
申
込
・
問
合

Ｎ
Ｐ
Ｏ
担
当
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

二
〇
一
九
年
十
二
月
以
降
、

労
働
組
合
を
通
じ
て
組
合
員
の

皆
さ
ん
へ
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
ー
ド

（
ハ
ル
カ
）
を
無
料
配
付
し
三

年
が
経
過
す
る
中
で
、
昨
年
十

月
に
実
施
し
た
「
ハ
ー
ト
フ
ル

セ
ン
タ
ー
バ
リ
ュ
ー
ア
ン
ケ
ー

ト
」
結
果
で
は
、
三
十
一
％
の

組
合
員
が
カ
ー
ド
を
無
く
し
て

い
る
現
状
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

「
持
っ
て
て
よ
か
っ
た
！
ハ

ル
カ
」
と
し
て
、
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
が
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン

タ
ー
を
知
っ
て
、
ハ
ル
カ
で
で

き
る
こ
と
を
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
、
事
業
の
広
が
り
と

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
結
び
付

き
、
将
来
に
わ
た
る
事
業
の
安

定
と
持
続
性
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。三

割
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
ハ

ル
カ
を
持
っ
て
い
な
い
現
状
を

受
け
止
め
、
改
め
て
、
ハ
ル
カ

を
再
交
付
し
ま
す
の
で
、
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
組
合
員
の

皆
さ
ん
は
、
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
ー

ド
（
ハ
ル
カ
）
の
再
交
付
を
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

「
Ｈ
ａ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ(

ハ

ー

ト

フ
ル
カ
ー
ド)

」
…
東
海
地
区

の
飲
食
店
な
ど
、
カ
ー
ド
提
示

で
約
二
千
六
百
も
の
提
携
店
で

約
十
～
二
十
％
の
割
引
や
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

株式会社ＰＥＯ
建機教習センタ

（日立建機特約教習機関）

■期 間 2023（令和５）年６月30日（金）まで

■内 容 コーナンＰＲＯでお会計の際に「組合員手帳」を

提示すると、特別優待「３％割引」にてお買物が

できます。組合員手帳の「組合員証」欄には氏名

等を記入してから、レジにお並びください。

■対象店舗 コーナンＰＲＯ一宮店

コーナンＰＲＯ宝生店

コーナンＰＲＯ小牧店

コーナンＰＲＯ新小牧パワーズ店

コーナンＰＲＯ熱田四番町店

ココーーナナンンＰＰＲＲＯＯででおお買買物物ををすするるとと特特別別優優待待「「３３％％割割引引」」
県内に５店舗あるコーナンＰＲＯでお得にお買物することができます。

令和５年５月１日現在の
組織人員は、14，837人。
引き続き組織拡大にご協

力よろしくお願いします。

ハハ
ーー
トト
フフ
ルル
カカ
ーー
ドド
をを

再再
交交
付付
しし
まま
すす

組織人員
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2023（令和５）年６月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（７）

港
支
部
／
住
宅
デ
ー（
木
工
教
室
）

■
日
程

八
月
十
三
日
（
日
）

■
会
場

と
だ
が
わ
こ
ど
も
ラ
ン
ド

港
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

六
月
四
日
（
日
）

■
会
場

名
古
屋
市
南
陽
交
流
プ
ラ
ザ

北
支
部
／
沖
縄
一
泊
旅
行

■
日
程

六
月
三
日
（
土
）
～

四
日
（
日
）

■
行
先

首
里
城
公
園
・

美
ら
海
水
族
館

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
プ
チ
ド
ー
ル

作
り
＆
織
部
亭
ラ
ン
チ

■
日
程

六
月
四
日
（
日
）

■
会
場

ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮
二
階

南
支
部
主
婦
の
会
／

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
ラ
ン
チ

■
日
程

六
月
五
日
（
月
）

■
会
場

宗
次
ホ
ー
ル
他

昭
和
支
部
／
メ
ロ
ン
狩
り
の
旅

■
日
程

六
月
十
一
日
（
日
）

■
行
先

蒲
郡
他

名
東
支
部
／
焼
津
の
旅

■
日
程

六
月
十
一
日
（
日
）

■
行
先

焼
津
さ
か
な
セ
ン
タ
ー

・
久
能
山
東
照
宮

尾
北
支
部
／

み
ん
な
で
行
こ
う
！
世
界
旅
行

（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

六
月
十
一
日
（
日
）

■
会
場

野
外
民
族
博
物
館

リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド

守
山
支
部
／
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
の
旅

■
日
程

六
月
十
一
日
（
日
）

■
行
先

駒
ヶ
根
他

緑
支
部
主
婦
の
会
／
パ
ン
教
室

■
日
程

六
月
十
四
日
（
水
）

■
会
場

ダ
ー
シ
ェ
ン
カ
大
高
店

（
南
生
協
病
院
敷
地
内
）

木
曽
川
支
部
／
メ
ロ
ン
狩
り
の
旅

（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

六
月
二
十
五
日
（
日
）

■
行
先

伊
良
湖

中
支
部
・
青
年
部
合
同
／

五
十
周
年
事
業

浜
松
メ
ロ
ン
狩
り
の
旅

■
日
程

七
月
二
日
（
日
）

■
行
先

静
岡
県
浜
名
湖
他

西
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ

（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

七
月
二
日
（
日
）

■
会
場

ス
ポ
ル
ト
名
古
屋
・

浩
養
園

一
宮
支
部
／
吉
本
新
喜
劇
＆

な
ん
ば
散
策
の
旅

（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

七
月
十
六
日
（
日
）

■
行
先

大
阪

豊
橋
支
部
／
桟
橋
で
見
る

豊
橋
祇
園
花
火
大
会

■
日
程

七
月
二
十
二
日
（
土
）

■
会
場

豊
川
河
畔

西
支
部
／
伊
良
湖
メ
ロ
ン
狩
り

（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

七
月
二
十
三
日
（
日
）

■
行
先

恋
路
ヶ
浜

・
ラ
グ
ー
ナ
Ｂ
Ｂ
Ｑ

緑
支
部
／
も
も
狩
り
の
旅

■
日
程

七
月
三
十
日
（
日
）

■
行
先

南
信
州

豊
田
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

八
月
二
十
日
（
日
）

■
会
場

美
鳥
里
ボ
ウ
ル

一
宮
支
部
青
年
部
／

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

八
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場

ア
ソ
ビ
ッ
ク
ス
び
さ
い

海
部
支
部
／

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

■
日
程

六
月
二
十
四
日
（
土
）

■
備
考

詳
し
く
は
、
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ン
ク
集
よ

り
海
部
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

又
は
、
あ
ま
支
部
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

グ
ル
ー
プ
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

中
川
熱
田
支
部
主
婦
の
会
／

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
キ
ャ
ッ
ツ
」

を
観
に
行
こ
う
！

■
日
時

七
月
五
日
（
水
）

十
三
時
三
十
分
の
公
演
の
観
賞

■
会
場

名
古
屋
四
季
劇
場

■
会
費

二
千
円
（
事
前
振
込
）

■
参
加
資
格

組
合
員
の
配
偶

者
及
び
女
性
組
合
員

■
定
員

先
着
十
五
名

■
受
付
期
間

六
月
五
日
（
月
）

朝
九
時
よ
り
定
員
に
な
り
次

第
締
切
ま
す

■
締
切

六
月
十
五
日
（
木
）

■
備
考

必
ず
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・

携
帯
電
話
番
号
を
記
入
し
て

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
く
だ
さ
い

■
申
込
・
問
合

鬼
頭
ま
で

�
０
５
２-

３
０
３-

８
５
１
５

℡
０
９
０-

９
１
２
２-

６
２
５
５

北
支
部
壮
年
部
主
婦
の
会
合
同

企
画
／
京
都
南
座
坂
東
玉
三
郎

片
岡
愛
之
助
出
演
歌
舞
伎
観
劇

■
日
程

八
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
費

五
千
円

■
定
員

四
十
名

■
参
加
資
格

四
十
歳
以
上
北

支
部
男
性
組
合
員
（
壮
年

部
）
と
北
支
部
女
性
組
合
員

又
は
北
支
部
組
合
員
奥
様

（
年
齢
不
問
）
※
お
子
様
の

参
加
は
高
校
生
の
年
齢
か
ら

（
性
別
不
問
）

■
問
合
・
申
込

長
瀬
ま
で

①
氏
名
②
年
齢
③
性
別
④
住

所
⑤
携
帯
番
号
を
記
入
の
上
、

�
０
５
６
８-

３
４-

１
７
２
７
か

n
a
ga

sem
a
0
2
@

gm
a
il.co

m

※
後
日
、
行
程
を
送
り
ま
す

四
月
二
十
三
日
（
日
）
碧
海

支
部
組
合
員
と
家
族
総
勢
七
十

七
名
で
、
ウ
エ
ル
シ
ー
ズ
ン
浜

名
湖
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
と
浜

松
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
内
の
散

策
、
ア
グ
リ
ス
浜
名
湖
で
イ
チ

ゴ
狩
り
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

行
楽
日
和
の
中
、
現
地
集
合
で

も
参
加
者
が
遅
れ
る
こ
と
な
く

時
間
通
り
に
行
わ
れ
、
バ
イ
キ

ン
グ
の
色
々
な
料
理
で
全
て
の

種
類
は
食
べ

き
れ
ず
、
こ

の
後
の
イ
チ

ゴ
狩
り
を
考

え
て
、
腹
八

分
目
を
心
掛

け
る
が
大
好

物
の
ギ
ョ
ー

ザ
に
目
が
眩

み
締
め
の
デ

ザ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
が
、
ま
た
豊

富
に
あ
り
腹
八
分
が
腹
い
っ
ぱ

い
に
。

イ
チ
ゴ
狩
り
ま
で
、
ま
だ
時

間
が
あ
る
の
で
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
内
を
よ
く
歩
き
、
い
ざ
イ
チ

ゴ
狩
り
へ
。
た
く
さ
ん
食
べ
る

つ
も
り
だ
っ
た
が
、
一
つ
一
つ

が
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
大
き
く

て
二
十
個
位
で
、
こ
れ
ま
た
お

腹
い
っ
ぱ
い
に
。

こ
の
支
部
レ
ク
の
お
陰
で
良

い
家
族
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
た
一

日
で
し
た
。

【
石
原
弘
康
通
信
員
】

碧
海
支
部
青
年
部
／

ア
グ
リ
ス
浜
名
湖
・
イ
チ
ゴ
狩
り
の
旅

腹
八
分
目
が
、
腹
い
っ
ぱ
い
に
…

フラワーパークで楽しんでいます

甘
く
て
美
味
し
い
よ

四
月
三
十
日
（
日
）
レ
ゴ
ラ

ン
ド
横
メ
ー
カ
ー
ズ
ピ
ア
内

「
ザ
・
ア
ミ
ー
ゴ
ス
」
で
中
村

支
部
の
春
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
八
十
六
名
の
参
加
者
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
の
た
め
、
支
部
レ
ク

の
開
催
は
約
三
年
半
振
り
で

す
。コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
講
じ

「
密
空
間
を
避
け
る
」「
家
族
、

仲
間
と
楽
し
め
る
」「
現
地
集
合

の
で
き
る
近
場
で
の
開
催
」

等
々
に
配
慮
し
た
企
画
を
支
部

会
で
役
員
が
計
画
し
ま
し
た
。

前
日
か
ら
の
雨
も
降
り
止

み
、
正
午
、
本
格
的
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

ジ
ュ
ー
ス
を
取
り
に
行
く
！

ビ
ー
ル
を
取
り
に
行
く
！
野
菜

を
切
る
の
は
？
お
肉
を
た
た
い

て
焼
く
の
は
？
子
供
た
ち
？
お

父
さ
ん
？
お
母
さ
ん
？

開
始
早
々
、
雨
が
パ
ラ
パ

ラ
。
手
際
よ
く
タ
ー
ブ
を
張

る
！
さ
す
が
職
人
の
組
合
で

す
。
雨
も
一
瞬
で
降
り
止
み
ま

し
た
。

牛
肉
、
豚
肉
、
鶏
肉
、
鴨
肉

と
お
肉
が
焼
き
あ
が
る
度
に

カ
ッ
ト
し
て
食
べ
る
。
最
後
の

デ
ザ
ー
ト
ま
で
食
べ
つ
く
し
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
の
本
格
的
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
に
皆
満
足
し
、
久
し

ぶ
り
の
支
部
レ
ク
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

役
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で

し
た
。
次
回
の
支
部
レ
ク
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
渡
邉
健
治

記
】

中
村
支
部
／
手
ぶ
ら
で
本
格
Ｂ
Ｂ
Ｑ

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
お
肉
に
大
満
足

まだ焼けないかな～

良い焼き具合

ノーネクタイ実施
組 合 事 務 所 で は、５月1日

（月）より10月31日（火）まで、

男性書記局員を対象に「ノーネ

クタイ」を実施しております。

組合員の皆さん、組合事務所

へご来局の際は、よろしくお願

いいたします。

今月の組合費等の自動引落日は

は27日（火）です。26日（月）まで

に、預金残高をご確認ください。

尚、引落不能の場合は、下表のと

おり翌月に延滞

金が加算されま

す。

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

世
界
の
読
み
書
き
の
で
き
な

い
人
々
が
、
学
ぶ
た
め
の
教
育

環
境
作
り
を
応
援
す
る
「
世
界

寺
子
屋
運
動
」
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
書
き

損
じ
た
ハ
ガ
キ
等
を
集
め
、
国

際
協
力
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
枚
で
も
多
く
の
書

き
損
じ
ハ
ガ
キ
を
組
合
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

使
用
済
み
切
手

組
合
で
は
、
「
使
用
済
み
切

手
」
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

集
ま
っ
た
切
手
は
、「
中
部
善

意
銀
行
」
へ
お
送
り
し
、
県
内
の

様
々
な
社
会
福
祉
に
あ
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
が

助
け
合
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
回
収

年
間
を
通
じ
て
実
施
。
組
合

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

組
合
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い

自動引落のお知らせ

１ヵ月 300円
２ヵ月 800円
３ヵ月1,800円
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◎
ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
し
て
…

Ｇ
Ｗ
の
混
雑
を
避
け
少
し
前

に
Ｆ
Ｄ
Ａ
就
航
記
念
と
旅
割
を

利
用
し
信
じ
ら
れ
な
い
価
格
で

高
知
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
美

味
し
い
カ
ツ
オ
を
食
べ
満
足
な

旅
で
し
た
。

【
中
川
区
／
堀
田
町
子
さ
ん
】

※
羨
ま
し
い
〜
い
い
な
ぁ

◎
皆
さ
ん
も
お
越
し
く
だ
さ
い

犬
山
の
城
下
町
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
人
が
賑
わ
っ
て
い

て
、
城
下
町
の
雰
囲
気
が
旅
行

気
分
を
味
わ
え
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。

【
一
宮
市
／
小
川
玉
さ
ん
】

※
風
情
が
あ
り
ま
す
ね

◎
お
家
で
ゆ
っ
く
り
と
…

Ｇ
Ｗ
は
、
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着

い
て
三
年
振
り
に
遠
出
を
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
が
、
ニ
ュ
ー

ス
を
見
る
と
観
光
地
は
混
み
そ

う
な
の
で
、
止
め
て
家
で
ゆ
っ

く
り
し
ま
す
。

【
南
区
／
浅
野
清
三
さ
ん
】

※
渋
滞
と
人
混
み
は
避
け
た
い
で
す
ね

◎
風
邪
ひ
い
ち
ゃ
っ
た

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
寒

暖
差
で
気
温
の
異
常
の
中
、
こ

の
春
に
ひ
い
た
風
邪
が
、
夏
風

邪
の
よ
う
な
風
邪
を
ひ
き
、
寝

正
月
と
い
う
か
、
寝
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。

【
昭
和
区
／
堀
む
つ
代
さ
ん
】

※
体
調
管
理
に
は
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い

◎
新
緑
が
キ
レ
イ
で
す
よ
ね

朝
夕
は
少
々
寒
い
で
す
が
、

緑
地
公
園
の
緑
が
色
鮮
や
か
で

散
歩
し
て
も
気
持
ち
良
い
で

す
。【

西
区
／
髙
村
成
人
さ
ん
】

※
お
散
歩
が
楽
し
く
な
り
ま
す
ね

◎
六
月
、
主
人
が
古
稀
に
！

息
子
が
お
祝
い
に
熱
海
へ
一

泊
旅
行
に
招
待
し
て
く
れ
ま

す
。
孫
達
に
会
う
の
も
久
し
ぶ

り
で
、
と
っ
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

【
熱
田
区
／
宮
林
あ
け
み
さ
ん
】

※
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

◎
ま
だ
ま
だ
頑
張
り
ま
す
よ

三
月
一
日
、
次
女
が
出
産
。

四
月
六
日
、
長
女
の
子
供
が
小

学
校
の
入
学
式
。
私
達
も
、
ま

だ
ま
だ
頑
張
ら
な
い
と
、
仕
事

の
リ
タ
イ
ア
は
先
の
事
に
な
り

そ
う
で
す
ネ
。

【
瑞
穂
区
／
松
芳
純
子
さ
ん
】

※
も
う
少
し
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

◎
い
い
湯
で
す
よ

柚
子
を
植
え
て
か
ら
、
約
八

年
、
よ
う
や
く
花
を
咲
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
今
年
は
自
家
製

柚
子
風
呂
に
入
れ
る
か
も
。
楽

し
み
で
す
。

【
尾
張
旭
市
／
近
藤
靖
さ
ん
】

※
さ
ぞ
温
ま
り
ま
す
ね

◎
今
日
も
元
気
に
い
き
ま
し
ょ
う

胡
蝶
蘭
の
花
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
翌
日
か
ら
主
人
が
毎
朝

「
お
は
よ
う
」
と
花
に
話
し
か

け
て
い
ま
す
。
長
く
咲
い
て
ほ

し
い
な
～
。

【
中
川
区
／
内
藤
富
子
さ
ん
】

※
も
〜
家
族
の
一
員
か
な

◎
パ
パ
も
頑
張
っ
て
ま
す
よ

生
後
半
年
の
息
子
の
お
風
呂

と
寝
か
し
つ
け
が
僕
の
担
当
。

で
も
、
な
か
な
か
寝
て
く
れ
な

い
。
さ
ら
に
泣
く
。
マ
マ
と
交

代
す
る
と
泣
き
止
む
。
お
風
呂

で
笑
っ
て
く
れ
る
の
に
…
。

【
弥
富
市
／
宇
佐
美
徹
さ
ん
】

※
イ
ク
メ
ン
パ
パ
、上
出
来
で
す
よ

◎
明
日
は
何
に
し
よ
う
か
な

高
校
生
に
な
っ
た
息
子
に
毎

日
の
お
弁
当
作
り
、
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
ア
レ
コ
レ
大
変
で
す

が
、
カ
ラ
ッ
ポ
の
お
弁
当
箱
を

見
る
と
、
な
ぜ
か
ホ
ッ
と
し

て
、
明
日
の
献
立
を
考
え
て
い

ま
す
。

【
一
宮
市
／
臼
井
智
子
さ
ん
】

※
作
り
甲
斐
あ
り
ま
す
ね

◎
先
生
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
…

後
期
高
齢
者
に
な
り
ま
し

た
。
負
担
金
が
一
割
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
せ
い
で
も
な
い
の

で
す
が
、
内
科
・
眼
科
・
耳
鼻

咽
喉
科
、
そ
し
て
歯
科
と
毎
日

の
よ
う
に
お
医
者
さ
ん
通
い
で

す
。

【
春
日
井
市
／
中
村
定
義
さ
ん
】

※
お
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い

◎
あ
り
が
た
み
が
分
か
り
ま
す

歯
を
三
本
も
失
い
ま
し
た
。

歯
科
検
診
、
日
頃
の
デ
ン
タ
ル

ケ
ア
の
大
切
さ
身
に
沁
み
て
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
自
分
の
歯

で
美
味
し
い
も
の
を
い
つ
ま
で

も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
残
り
の
歯

を
大
切
に
し
ま
す
。

【
中
村
区
／
羽
場
崎
健
一
さ
ん
】

※
ホ
ン
ト
そ
の
通
り
で
す
ね

◎
も
～
ダ
メ
だ
ぁ

春
、
愛
犬
の
狂
犬
病
、
混
合

ワ
ク
チ
ン
の
シ
ー
ズ
ン
。
看
護

師
さ
ん
に
抱
か
れ
な
が
ら
不
安

顔
で
、
こ
ち
ら
を
見
つ
め
な
が

ら
観
念
し
た
様
子
で
注
射
に

ジ
ッ
と
耐
え
て
い
た
愛
犬
が
い

じ
ら
し
か
っ
た
で
す
。

【
田
原
市
／
舛
本
葉
子
さ
ん
】

※
仕
草
が
と
っ
て
も
可
愛
い
で
す
ね

◎
八
十
三
歳
で
組
合
員

嬉
し
い
の
か
な
。
恥
ず
か
し

い
の
か
な
。
キ
ャ
ロ
ッ
ト
の
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
楽
し
み
だ
。
図
書

カ
ー
ド
が
当
た
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
本
屋
さ
ん
に
走
る
。
次
は
、

ど
の
作
家
の
作
品
が
欲
し
い
と

思
い
な
が
ら
の
帰
路
で
す
。
も

う
少
し
頑
張
ろ
う
か
な
。

【
北
区
／
平
田
康
弘
さ
ん
】

※
こ
れ
か
ら
も
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す

◎
ど
の
リ
ボ
ン
に
し
よ
う
か
な

新
し
い
ミ
シ
ン
が
届
い
た
の

で
、
さ
っ
そ
く
お
気
に
入
り
の

布
を
使
っ
て
リ
ボ
ン
を
作
り
ま

し
た
。
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
が
楽
し

く
な
り
そ
う
で
す
。

【
春
日
井
市
／
内
田
優
美
さ
ん
】

※
お
出
掛
け
が
楽
し
み
で
す
ね

◎
い
つ
の
こ
と
や
ら
…

マ
ス
ク
着
用
は
自
由
に
な
っ

た
け
ど
外
す
人
は
、
ま
だ
ま
だ

少
な
い
で
す
ね
。
い
つ
ま
で
続

く
マ
ス
ク
生
活
…
。

【
各
務
原
市
／
亀
山
多
賀
子
さ
ん
】

※
皆
さ
ん
用
心
し
て
い
ま
す
ね

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
近
況
報
告

に
つ
い
て
は
、
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【【
ヨヨ
ココ
のの
カカ
ギギ
】】

①
こ
れ
が
降
る
と
地
が
固
ま

る
？

③
新
五
千
円
札
の
顔
で
す

⑦
今
年
中
に
イ
ン
ド
が
中
国
を

上
回
る
と
か

⑨
小
学
唱
歌
「
…
か
曇
か
」

⑩
テ
レ
ビ
で
見
な
い
日
は
な
い

…
芸
人

⑪
キ
ツ
ネ
の
像
が
出
迎
え
て
く

れ
る
…
神
社

⑬
開
…
、
干
…
、
魚
…

⑭
集
ま
り
。
ヒ
ツ
ジ
の
…

⑮
お
に
ぎ
り
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
お

茶
漬
け
の
具
材
と
い
え
ば

⑰
お
互
い
の
顔
を
知
っ
て
い
る
仲

⑳
今
年
で
発
売
四
十
周
年
を
迎

え
た
時
計
。
…
シ
ョ
ッ
ク

㉑
乾
…
と
蓄
…

㉒
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
よ
う
す

【【
タタ
テテ
のの
カカ
ギギ
】】

①
梅
雨
の
時
期
に
咲
き
誇
る
花

②
乃
木
坂
４６
で
推
し
…
は
誰
？

③
電
話
で
話
し
ま
す

④
岐
阜
・
長
良
川
の
夏
の
風
物
詩

⑤
手
術
で
使
う
道
具
の
一
つ

⑥
コ
ミ
ケ
は
都
内
で
年
二
回
開

か
れ
る
…
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
こ
と

⑧
…
水
、
…
枕
、
…
砂
糖

⑫
百
日
天
下
と
い
え
ば
、
こ
の
人

⑬
児
童
向
け
海
洋
小
説
の
代
表
格

⑭
漢
字
で
は
「
百
足
」
と
書
く

⑯
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
す

⑱
一
歩
か
ら
始
ま
る
千
里
の
…

⑲
札
幌
市
を
象
徴
す
る
花
木
ラ

イ
ラ
ッ
ク
の
別
名

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所

・
℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

氏
名
と
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起
き

た
近
況
報
告
を
書
い
て
、
六
月

九
日
（
金
）
ま
で
に
組
合
の
教

宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
�
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

シ
ャ
カ
イ
ジ
ン

■
当
選
者

冨
田
智
子
さ
ん
他
十
九
名

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの６文

字をうまく並べてできる言葉は？

■
七
月
号
の
原
稿
締
切

六
月
五
日
（
月
）

◎
六
月
十
八
日
開
催
さ
れ
ま

す
定
期
大
会
は
、
コ
ロ
ナ

に
よ
り
、
こ
こ
三
年
縮
小

開
催
で
し
た
が
、
一
部
縮

小
は
あ
る
も
の
の
今
回
は

通
常
通
り
名
古
屋
国
際
会

議
場
で
行
い
ま
す
。
成
功

裏
に
終
え
れ
ま
す
よ
う
に
。

◎
い
よ
い
よ
梅
雨
の
時
期
に

入
り
ま
す
ね
。
ジ
メ
ジ
メ

ム
シ
ム
シ
と
憂
鬱
な
気
分

に
な
り
ま
す
。
七
月
の
中

頃
ま
で
の
辛
抱
か
な
。
早

く
ス
カ
ッ
と
し
た
天
気
・
夏

に
な
っ
て
ほ
し
い
な
。

○さ


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08

